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自
治
功
労
者
へ
高
齢
者
叙
勲

　

神か
ん

田だ

庄し
ょ
う
へ
い
平
さ
ん（
元
市
議
会
議

員
）が
高
齢
者
叙
勲「
旭
日
単
光

章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
５
月
に
市
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
、
３
期
12
年
の
長

き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者

交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し

等
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に

交
付
し
た
と
き
に
、
事
前
に
登
録

さ
れ
た
人
に
そ
の
交
付
し
た
事
実

を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

▪
対
象
と
な
る
住
民
票
の
写
し
等

・
住
民
票
の
写
し（
本
籍
の
記
載

さ
れ
た
も
の
に
限
る
）

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

・
戸
籍
謄
本
お
よ
び
戸
籍
抄
本

・
戸
籍
記
録
事
項
証
明
書

※
消
除
さ
れ
た
住
民
票
お
よ
び
戸

籍
の
附
票
、
除
か
れ
た
戸
籍
も
含

み
ま
す
。

▪
登
録
で
き
る
人

・
北
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た

は
戸
籍
の
附
票
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人

・
北
本
市
の
戸
籍
に
記
載
も
し
く

は
記
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は
除

か
れ
た
戸
籍
に
記
載
も
し
く
は
記

録
さ
れ
て
い
る
人

▪
郵
送
申
請　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
、
郵
送
に
よ
り
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
）市
外
に
居
住
し
て
い
る
と
き

（
住
民
票
の
写
し
等
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
）

（
２
）疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
窓
口
で
申
し
込
み
が

で
き
な
い
場
合（
事
前
に
市
民
課

戸
籍
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

▪
登
録
・
問
合
せ　

本
人
確
認
書

類（
旅
券
、
運
転
免
許
証
等
官
公

署
の
発
行
し
た
証
明
書
）ま
た
は

そ
の
他
の
証
明
書
類
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
民
課
戸
籍
担
当（
直
通

594 

-
５
５
２
７
）で
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
は

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

　

更
新
手
続
き
は
、
毎
年
１
回
、

受
給
資
格
の
有
無
を
確
認
す
る
た

め
の
重
要
な
手
続
き
で
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

▪
受
付
期
間
・
場
所　

８
月
１
日

（
水
）か
ら
31
日（
金
）の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に

こ
ど
も
課
10
番
窓
口
へ
※
正
午
か

ら
午
後
１
時
は
除
き
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

▪
受
付
期
間
・
場
所　

８
月
13
日

（
月
）か
ら
９
月
10
日（
月
）の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
に
こ
ど
も
課
10
番
窓
口
へ
※
正

午
か
ら
午
後
１
時
は
除
き
ま
す
。

※
８
月
18
日（
土
）は
、
午
前
の
み

受
付
を
し
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
受
給
者（
支
給

停
止
者
も
含
む
）お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
受
給
者（
支
給
停
止

者
も
含
む
）に
は
事
前
に
通
知
を

し
ま
す
。
な
お
、
現
況
届
等
の
必

要
な
書
類
を
提
出
し
な
い
場
合
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▪
問
合
せ　

こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
担
当（
直
通
594 

-
５
５
３
７)

廃
蛍
光
管
類
の
収
集
を

行
い
ま
す

▪
品
目　

廃
蛍
光
管（
丸
・
直
管
、

電
球
型
）、
白
熱
球
、
そ
の
他
の

電
球
類

▪
集
積
場　

各
地
域
の
資
源
回
収

場
所

▪
出
し
方　

収
集
日
当
日
、
各
地

域
の
資
源
回
収
場
所
に
あ
る
専
用

の
回
収
箱
に
直
接
入
れ
て
く
だ
さ

い（
紙
ケ
ー
ス
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
等

に
は
入
れ
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ

い
）。

▪
収
集
日　

年
３
回（
４
月
、
８

月
、
12
月
）の
収
集
と
な
り
ま
す
。

８
月
の
収
集
日
は
Ａ
コ
ー
ス
21
日

（
火
）、Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
29
日（
水
）、

公
団
29
日（
水
）で
す
。

※
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

く
ら
し
安
全
課
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
担
当（
直
通

594 

-
５
５
５
３
）

北
本
市
公
募
型
補
助
金

選
考
結
果
に
つ
い
て

　

公
募
型
補
助
金
選
考
申
請
に
つ

い
て
選
考
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
と
お
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

《
菜
の
花
ま
つ
り
準
備
事
業
》

・
申
請
団
体　

菜
の
花
ま
つ
り
実

行
委
員
会

・
交
付
決
定
額　

10
万
円

《「
輝
き
人
」講
演
会
～
あ
き
ら
め

な
い
～
》

・
申
請
団
体　

北
本
市
婦
人
会

・
交
付
決
定
額　

５
万
３
，０
０

０
円

《
星
空
映
画
祭
in
き
た
も
と
》

・
申
請
団
体　
（
社
）鴻
巣
北
本
青

年
会
議
所

・
交
付
決
定
額　

10
万
円

▪
問
合
せ　

財
政
課
財
政
担
当

（
直
通
594 
-
５
５
１
２
）

日　　時　平成２４年７月２１日（土）、午前１０時～午後１時　
　　　　　　　　　８月２５日（土）、午前１０時～午後１時
　　　　　　　　　９月２２日（土）、午前１０時～午後１時
場　　所　北里大学看護専門学校　校舎
対 象 者　受験予定者（高校３年生・社会人）（高校１・２年生、保護者の参加も可能です）
内　　容　１．当校の特徴　　　２．看護技術学習の場面見学・体験
　　　　　３．学校施設見学　　４．在校生との交流会　※軽食をご用意しております
　　　　　５．実習施設の見学（希望者のみ）
申込方法　ホームページまたはお電話にてお申し込みください。
　　　　　　（参加には事前予約が必要となります）
【お問い合わせ先】
　　北里大学看護専門学校　事務室
　　　〒３６４－００２６　埼玉県北本市荒井６丁目１０２番地
　　　ＴＥＬ　０４８－５９３－６８００
　　　ＦＡＸ　０４８－５９３－６８０３
　　　ＵＲＬ　http://www.kitasato-u.ac.jp/kango-gko/

北里大学看護専門学校オープンキャンパス
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取
り
組
む
運
動
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

２
さ
い
た
ま
」の
開
催

▪
と
き　

８
月
24
日（
金
）　

午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ

▪
内
容　

人
権
作
文
表
彰
・
発

表
、
人
権
講
演
会（
米
良
美
一
）、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー（
山
田
邦
子
）、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
人
権
啓
発
資
料

展
示
、人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー
開
設
、

各
人
権
課
題
ブ
ー
ス
ほ
か

▪
入
場
方
法　

入
場
無
料
。
先
着

順（
事
前
申
込
不
要
）※
当
日
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

協
働
推
進
課
人
権
推

進
・
男
女
共
同
参
画
担
当（
直
通

594 

-
５
５
０
６
）

高
齢
者
を
新
た
に
雇
用
す
る

事
業
者
に
奨
励
金
を
支
給
し

ま
す

▪
対
象　

市
内
に
所
在
す
る
事
業

者▪
要
件　

平
成
24
年
４
月
１
日
以

降
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
新

た
に
１
年
以
上
雇
用
す
る
こ
と

▪
奨
励
金　

新
規
雇
用
者
１
人
あ

た
り
10
万
円（
年
額
）

▪
問
合
せ　

産
業
観
光
課
商
工
労

政
担
当（
直
通
594 

-
５
５
３
０
）

竜
巻
や
突
風
に
は
ご
注
意
を

　

茨
城
県
に
て
、
竜
巻
や
突
風
等

に
よ
る
災
害
の
発
生
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。
竜
巻
や
突
風
な
ど
が
発

生
す
る
前
兆
と
し
て
は
、
空
が
急

に
真
っ
暗
に
な
る
、
大
粒
の
雨
が

降
り
出
す
、
雷
が
起
こ
る
な
ど
で

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
頑

丈
な
建
物
内
に
移
動
す
る
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
竜
巻
か
ら
身
を
守
る
に

は
」（http://w

w
w
.jm
a.go.jp/

jm
a/kishou/know

/toppuu/
tornado4-3.htm

l

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▪
問
合
せ　

く
ら
し
安
全
課
自

治
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
消
防
防
災

担
当（
直
通
594 

-
５
５
２
３
）

８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」で
す

　

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
を

図
る
た
め
、
無
許
可
の
立
看
板
、

貼は
り

紙
・
貼
札
の
撤
去
作
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
道
路
を
常
に
広
く

美
し
く
、
安
全
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
り
、

道
路
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
上
に
看
板
等
を
置
か
な
い

・
道
路
に
車
や
物
を
置
い
た
り
、

ご
み
を
捨
て
た
り
し
な
い

・
道
路
で
物
を
燃
や
さ
な
い

・
生
け
垣
や
庭
木
の
枝
を
道
路
に

伸
ば
さ
な
い

・
道
路
で
作
業
し
な
い

▪
問
合
せ　

道
路
課
管
理
・
用
地

担
当（
直
通
594 

-
５
５
５
２
）

８
月
は

「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す

県
民
運
動
強
調
月
間
」で
す

　

児
童
・
高
齢
者
に
対
す
る
虐

待
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
障
が

い
者
へ
の
偏
見
か
ら
の
差
別
な
ど

様
々
な
人
権
問
題
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪

用
し
た
人
権
侵
害
な
ど
新
た
な
人

権
問
題
も
発
生
し
て
き
て
い
ま

す
。「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
」は
、
県
民
総
ぐ
る
み
で

　「笑い」は免疫力を高めると言われています。
　面白くなくても、無理やり笑うことで免疫力は
向上するそうですし、笑っている人と一緒にいる
だけでも自分が笑っているのと同様の作用が脳に
働くそうです。
　「笑い」とは全く対極にあるストレスの多い社会
の中で、「笑い」を少しずつでも増やしていくことが
できれば、自分のために、さらには自分の周りの
人のために、良い効果が得られそうです。
　北本市では、吉本興業㈱の全面的な協力により、
「きたもと×よしもとプロジェクト」笑いで元気な
まちづくり事業を行うことになりました。
　市が実施する講座や教室などをより楽しく分か
りやすいものとなるように協力してもらうととも
に、公民館や集会所での高齢者の方々の集まりで
お笑い寄席などを行います。また、高齢者のあい
だで流行している、椅子に座ったままできるタッ
プダンス教室も行う予定です。
　さらに、小学校では笑いの話芸から学ぶコミュ
ニケーション能力向上の授業、中学校では必修科
目となったダンスの指導のお手伝いをしてもらい
ます。
　高齢者の笑顔があふれているまちは良いまちで
あると言われます。
　月に１、₂回のペースで笑いの場を提供できるよ
うに事業をすすめてまいります。

｢そろばん｣は学ぶ丈の価値が有ります。日本人は以前より広く｢そろばん｣
が学ばれた、おかげで数字に強い国民に成りました。電卓やコンピュータ
ーが普及した現在、逆に学校関係者やマスコミが｢そろばん｣の存在を再
評価し、優れた学習器具として授業にも取り入れられて居ます。上達すれ
ばする程一生の宝物として身に付き、様々なシーンで必ず役立つ｢そろば
ん｣を是非、幼少より｢脳の栄養｣として学んで下さい。※数字の１から50
まで読んで書ければ｢何才｣でも入塾受付致します。

生徒募集

北本市中央2 - 7 8
お問い合せ
〔電〕048-594-0980

そろばん
フラッシュあんざん

北本駅西ロ徒歩１分

石川珠算学院

算数の基礎は正確な計算力を低学年時に身に付ける事が大切で
す。生涯役立つ暗算力もパソコン（フラッシュあんざん）とソロ
バン併用で上達の時間がより効果的に成って居ります。現在、
小学３年生で暗算検定の有段者も育っています。練習次第で誰
も上達します。
いつでもお電話後、来塾して下さい。

「そろばん」の練習過程で培われる処理能力、記憶力、集中力は
他に類をみないものが有ります。当塾では現在₄桁×₄桁の「か
け算」の答えを「あんざん」で解答出来る生徒の内、一番低学年生
は小学₃年生です。これは特別な事ではなく子供の隠れた能力
を「そろばん」練習や、パソコンで指導する「フラッシュあんざん」
が自然に引き出して呉れた結果です。
※数字の１カラ50マデ読めて書ければ何才でも受付致します。

さとう介護リフォーム 合同
会社

住宅改修･一般リフォーム
安心安全な住まいづくり

手すり１本から お問い合わせください｡
鴻巣市大間3-2-22-103 580-7790
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恒
久
平
和
を
願
っ
て

　

～
８
月
15
日
に
黙
と
う
を
～

　

８
月
15
日（
水
）の
正
午
に
市
役

所
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
戦
没
者
の

め
い
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
っ
て
、
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま

す
。無

料
税
務
相
談

▪
と
き　

８
月
14
日（
火
）　

午
前

10
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら

３
時

▪
と
こ
ろ　

税
務
課
５
番
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▪
相
談
担
当　

関
東
信
越
税
理
士

会
上
尾
支
部

▪
問
合
せ　

税
務
課
市
民
税
担
当

（
直
通
594 

-
５
５
１
８
）

市
税
等
の
夜
間
納
税
・

相
談
窓
口
を
開
設

　

市
で
は
、
都
合
に
よ
り
金
融
機

関
の
窓
口
で
市
税
等
を
納
付
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
毎
月
下
旬
に

夜
間
納
税
・
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
人

も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
す
。

▪
と
き　

８
月
27
日（
月
）・
28
日

（
火
）の
午
後
７
時
45
分
ま
で

▪
と
こ
ろ
・
問
合
せ　

税
務
課
納

税
担
当（
直
通
594 

-
５
５
２
０
）

●

今
月
の
納
税

○
市
県
民
税　

第
２
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税　

第
２
期
分

○
介
護
保
険
料　

第
２
期
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

第

２
期
分

　

８
月
31
日（
金
）ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
残
高
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

交
通
事
故
被
害
者
の
家
族
へ

援
護
金
を
支
給
し
ま
す

▪
給
付
対
象
者　

平
成
23
年
４
月

１
日
以
降
、
交
通
遺
児
等
と
な
っ

た
県
内
在
住
の
18
歳
以
下
の
人

▪
給
付
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き

10
万
円（
１
事
故
に
つ
き
１
回
の

み
）

▪
給
付
時
期　

10
月
ま
た
は
平
成

25
年
４
月

▪
申
請
書
類　

各
市
町
村
、
学
校

等
で
配
布
し
ま
す
。

▪
提
出
期
限　

10
月
支
給
分
…
８

月
31
日
ま
で
、
平
成
25
年
４
月
支

給
分
…
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

▪
提
出
先　

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦

和
支
店（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高

砂
２
-
６
- 

18
・
☎
０
４
８
-

８
２
２
-
０
１
９
１
）に
郵
送
ま

た
は
直
接
。

▪
問
合
せ　

埼
玉
県
県
民
生
活

部
防
犯
・
交
通
安
全
課（
☎
０
４

８
-
８
３
０
-
２
９
５
８
）

民
間
プ
ー
ル
施
設
が

利
用
で
き
ま
す

　

会
員
以
外
の
市
民
の
皆
さ
ん
も

次
の
期
日
は
プ
ー
ル
を
利
用
で
き

ま
す
。

▪
と
き　

８
月
５
日（
日
）・
19
日

（
日
）・
26
日（
日
）、
９
月
２
日

（
日
）・
９
日（
日
）の
午
後
０
時
30

分
か
ら
２
時

▪
と
こ
ろ　

ス
ウ
ィ
ン
北
本
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

▪
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
80
人（
先
着
順
）

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童

は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま

す
。

▪
費
用　

１
回
500
円

▪
申
込
み　

当
日
直
接
、
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▪
そ
の
他　

水
泳
帽
子
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
浮
き
輪
、
ボ
ー
ル
等
の
遊
具
は

使
用
禁
止
で
す（
貸
出
用
の
ア
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
あ
り
ま
す
）。

※
万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
ス
ウ
ィ
ン
北
本
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
が
加
入
し
て
い
る
保

険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま

す
。

▪
問
合
せ　

ス
ウ
ィ
ン
北
本
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル（
本
宿
１
-

１
・
☎
592 
-
８
５
９
５
）

　₇月₄日、北本駅周辺で青少年非行防止街頭
キャンペーンが行われ、市内３３の青少年関係団体
の皆さんと北本市青少年育成市民会議が協力し
て、青少年の非行防止およびメディア利用による
被害防止に関するリーフレットやグッズを市民の
皆さんに手渡しました。

非行防止街頭キャンペーン
の

Topics
まち の

Topics
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生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

～
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
す
た

め
に
～

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て

正
し
く
学
び
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
司
会
は
よ

し
も
と
芸
人
の
ハ
リ
ガ
ネ
ロ
ッ
ク

で
す
。

▪
と
き　

８
月
25
日（
土
）　

午
後

１
時
30
分
か
ら

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
第

１
・
２
会
議
室

▪
講
師　

藤
倉
博
之
医
師（
藤
倉

医
院
長
）

▪
内
容　

生
活
習
慣
病
と
そ
の
予

防
ほ
か

▪
定
員　

100
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

▪
費
用　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
17
日

（
金
）ま
で
に
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
担
当（
直
通
594 

-
５
５
７

５
）へ
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
の
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
、
温
か
い
目
で
見
守

り
支
え
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
理
解

を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
と
き　

８
月
31
日（
金
）　

午
前

10
時
か
ら
正
午

▪
と
こ
ろ　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
１
会
義
室

▪
講
師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
東
セ
ン
タ
ー
職
員（
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
）

▪
費
用　

無
料

▪
定
員　

20
人

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
28
日

（
火
）ま
で
に
、
高
齢
介
護
課
高
齢

者
福
祉
担
当（
直
通
594 

-
５
５
３

９
）へ
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

原
爆
朗
読
劇『
忘
れ
な
い
で

あ
の
時
代
を
～
１
９
４
５
・

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
』

～
67
年
目
の
夏
～

　

こ
の
朗
読
劇
は
、
原
爆
で
子
ど

も
を
奪
わ
れ
た
母
親
や
親
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
手
記
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ「
母
親
た

ち
」「
子
ど
も
た
ち
」の
悲
し
み
の

叫
び
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。　

　

67
年
目
の
夏
、
ご
家
族
で
平
和

の
大
切
さ
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を

話
し
合
う
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▪
と
き　

８
月
19
日（
日
）　

午
後

２
時
開
演

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
第

１
・
２
会
議
室

※
整
理
券
が
必
要
。
８
月
１
日

（
水
）よ
り
各
公
民
館
で
配
布
。

▪
問
合
せ　

平
和
と
緑
の
会（
西

澤
☎
592 

-
１
９
８
４
）

応
急
手
当（
普
通
救
命
Ⅰ
）

講
習
会

　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）を
用
い
た
心
肺
蘇そ

生
法
等
の

応
急
手
当
講
習
会
で
す
。

　

講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。

▪
と
き　

９
月
23
日（
日
）　

午
前

９
時
か
ら
正
午（
受
付
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
）

▪
と
こ
ろ　

埼
玉
県
央
広
域
消
防

本
部
災
害
対
策
室（
３
階
）

▪
対
象
・
定
員　

北
本
、
鴻
巣
、

桶
川
市
内
に
在
住
・
在
勤
で
中
学

生
以
上
の
人
30
人（
先
着
順
・
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▪
費
用　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
26
日

（
日
）の
午
前
９
時
か
ら
鴻
巣
消

防
署
救
急
担
当（
☎
597 

-
２
０
０

５
）に
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

あなたの街の　畳屋さん

｢中丸ふれあい通り｣から

｢グリコふれあい通り｣に愛称が変わります

　市は、₇月₂日に関東グリコ株式会社（中丸₉丁目地
内）と市道118・130号線ネーミングライツパートナー契
約（命名権の付与）を締結しました。これは、民間の資
金を活用して道路の維持管理費用に充当するとともに、
民間の創意工夫
による地域貢献
の場を提供する
ことを目的とし
たものです。こ
れに伴い、現地
に設置されてい
る看板を「グリ
コふれあい通
り」に変更しま
した。

の
Topics

まち の
Topics

北本駅
至熊谷 JR高崎線

中山道

グリコふれあい通り

国道17道

至大宮至大宮

中丸小中丸小

中丸東小中丸東小

二ツ家交差点

北本4丁目
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平
成
24
年
度（
後
期
）危
険
物

取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

　

こ
の
講
習
会
は
、
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
受
け
る
人
の
た
め
の
講

習
会
で
す
。

▪
受
付
・
問
合
せ　

北
本
市
防
火

安
全
協
会（
北
本
宿
188 

-
６
北
本

消
防
署
内
・
☎
592 

-
５
０
０
５
）

星
空
映
画
祭
in
き
た
も
と

▪
と
き　

８
月
11
日（
土
）　

午
後

４
時
か
ら
９
時
30
分（
上
映
開
始

７
時
30
分
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
12
日（
日
）に

順
延
ま
た
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

▪
と
こ
ろ　

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
北
本
み
ず
べ
ひ
ろ
ば

▪
入
場
料　

無
料

▪
内
容　

野
外
映
画
の
上
映
、
音

楽
ラ
イ
ブ
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
キ
ャ
ン
ド
ル
教

室
、
流
し
そ
う
め
ん
ほ
か

▪
問
合
せ　

社
団
法
人
鴻
巣
北
本

青
年
会
議
所　

魅
力
あ
る
ま
ち
創

造
委
員
会（
小
島

０
９
０
-
３

３
３
０
-
７
８
２
６
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.konosukitam

oto
jc.com

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験

▪
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

・
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た

は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
了

し
て
卒
業
し
た
人

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た
は

石戸小チームが
交通安全子供自転車大会に出場
　₆月30日、彩の国熊谷ドームで開催された第４6回交
通安全子供自転車埼玉県大会に、鴻巣・北本地区を代
表して石戸小₆年の茂木優里香さん、血分くるみさん、
那須野未歩さん、新井咲月さん、宇田川美帆さんが出
場しました。
　入賞は逃しましたが、選手の皆さんには、ゴールド
の自転車運転免許証が交付されました。

施
工
に
関
し
、
１
年
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
人

・
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
人

・
前
述
の
受
験
資
格
の
い
ず
れ
か

に
準
ず
る
人

▪
試
験
日　

11
月
11
日（
日
）

▪
試
験
会
場　

埼
玉
工
業
大
学

※
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

▪
受
付
期
間　

８
月
20
日（
月
）か

ら
９
月
28
日（
金
） 

▪
申
込
み
方
法　

郵
送（
詳
細
は

受
験
案
内
を
参
照
）※
受
験
案
内

は
８
月
20
日（
月
）か
ら
下
水
道
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▪
問
合
せ　

下
水
道
課
施
設
担
当

（
直
通
594 

-
５
５
５
６
）

行
政
書
士
無
料
相
談

▪
と
き　

９
月
１
日（
土
）　

午
後

１
時
か
ら
４
時

▪
と
こ
ろ　

ク
レ
ア
こ
う
の
す
３

階
会
議
室

▪
内
容　

相
続
・
贈
与
・
遺
言
に

関
す
る
こ
と
、
土
地
・
建
物
に
関

す
る
こ
と
、
権
利
・
義
務
に
関
す

る
こ
と
、
法
人
設
立
に
関
す
る
こ

と
、
外
国
人
に
関
す
る
こ
と
、
そ

の
他
各
種
許
認
可
申
請
に
関
す
る

こ
と

▪
問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会

鴻
巣
支
部（
中
野
☎
541 

-
１
４
５

９
・
Ｆ
ａ
ｘ
541 

-
１
４
６
１
）

の
Topics

まち の
Topics

企業法務 契約書作成、取引トラブル、顧問契約等

〈事前にご予約下さい〉

info@takahashisogo.com

種別 講習日 会場 定員 受付期間
甲種 10月26日㈮・27日㈯ 上尾市文化センター 100人 ₉月24日㈪～10月19日㈮

乙
種
第
４
類

８月25日㈯・26日㈰ 川越南文化会館 96人 ₇月23日㈪～₈月17日㈮
₉月₈日㈯・₉日㈰ 熊谷市立勤労会館 200人 ₈月₆日㈪～₈月31日㈮
₉月15日㈯・16日㈰ 上尾市文化センター 100人 ₈月13日㈪～₉月₇日㈮
10月13日㈯・14日㈰ 春日部市民活動センター 100人 ₉月10日㈪～10月₅日㈮
10月20日㈯・21日㈰ 深谷生涯学習センター 120人 ₉月24日㈪～10月12日㈮
11月10日㈯・11日㈰ 埼玉県防災学習センター 108人 10月₉日㈫～11月₂日㈮
11月17日㈯・18日㈰ 日本流通未来教育センター（蕨市） 112人 10月15日㈪～11月₉日㈮
₂月₂日㈯・₃日㈰ 所沢市消防本部 80人 １月₈日㈫～１月25日㈮
₂月16日㈯・17日㈰ キララ上柴（深谷市） 120人 １月15日㈫～₂月₈日㈮
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　第62回県美術展覧会の写真部門で、市内在住の庵
いお

地
ち

紀
のり

子
こ

さん（写真右）の出品した「羽
は

ばたく春
はる

」が県議会議長賞を受
賞されました。
　また、工芸部門で、森

もり

田
た

高
たかまさ

正さん（写真左）の「浸
しんぐうさいしょうき

偶彩晶器」
が朝日新聞社賞を受賞されました。この他20人の市民の皆
さんが、各種部門で入選され、県立美術館および第26回北
本美術展で文化センター展示ホールに展示されました。

県展で県議会議長賞･朝日新聞社賞を受賞
「
下
水
道
の
日
」の
集
い

循
環
セ
ン
タ
ー
見
学
会

▪
と
き　

９
月
８
日（
土
）か
ら
10

日（
月
）　

午
前
の
部
…
10
時
か

ら
、
午
後
の
部
…
１
時
30
分
か
ら

▪
と
こ
ろ　

元
荒
川
水
循
環
セ
ン

タ
ー（
桶
川
市
小
針
領
家
939
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

荒
川
左

岸
北
部
支
社（
☎
０
４
８
-
７
２

８
-
２
０
１
１
）に
直
接
。

造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

　

技
術
や
知
識
の
習
得
を
図
り
、

企
業
へ
の
就
職
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
支
援
す
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

▪
と
き　

９
月
６
日（
木
）・
７
日

（
金
）の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
、
10
日（
月
）か
ら
14
日（
金
）の

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
の
７
日

間▪
と
こ
ろ　

北
本
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
ほ
か

▪
対
象
・
定
員　

55
歳
以
上
の
健

康
で
就
業
意
欲
が
あ
り
、
全
日
程

参
加
可
能
な
人
20
人（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

▪
費
用　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

は
が
き
ま

た
は
Ｆ
ａ
ｘ
に「
造
園
ア
シ
ス
タ

ン
ト
講
習
希
望
」と
記
入
の
う
え
、

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
Ｆ
ａ
ｘ
番
号
・

郵
便
番
号
・
住
所
を
明
記
し
、
８

月
10
日（
金
・
必
着
）ま
で
に
公
益

社
団
法
人
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
〒
３
６
４
-
０
０
１

３
中
丸
10 

- 

55
・
☎
592 

-
４
３

０
０
・
Ｆ
ａ
ｘ
593 

-
２
７
５
９
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

き
た
も
と
×
よ
し
も
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ダ
ン
ス
市
民
講
座
参
加
者

▪
と
き　

９
月
か
ら
12
月
ま
で
の

第
２
・
４
日
曜
日　

午
前
10
時
か

ら
正
午（
う
ち
１
時
間
）

▪
と
こ
ろ　

中
丸
公
民
館
ホ
ー
ル

▪
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤

在
学
の
人

▪
募
集
人
数　

初
心
者
ク
ラ
ス
…

30
人
、
経
験
者
ク
ラ
ス
…
30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▪
費
用　

240
円（
保
険
料
）

▪
講
座
内
容　

ダ
ン
ス（
ヒ
ッ

プ
・
ホ
ッ
プ
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
17
日

（
金
）ま
で
に
政
策
推
進
課
政
策
推

進
担
当（
直
通
594 

-
５
５
０
３
）

へ
直
接
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

｢

下
水
道
の
日｣

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
、
下
水
道
の
普
及
と
そ
の
十
分

な
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、｢

下

水
道
の
日｣

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▪
応
募
資
格
・
方
法　

公
益
財
団

法
人
埼
玉
県
下
水
道
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

募
集
要
項
は
、
市
下
水
道
課
に

も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

▪
問
合
せ　

公
益
財
団
法
人
埼
玉

県
下
水
道
公
社
経
営
企
画
課（
☎

０
４
８
-
８
３
８
-
８
５
８
５
）

日
本
の
文
化〈
着
物
〉

す
っ
か
り
着
る
機
会
が

減
っ
て
し
ま
い　

タ
ン
ス
で
眠
っ
て　

い
ま
せ
ん
か
？　

必
要
と
す
る
方
に　

着
て
ほ
し
い　

着
物
も
き
っ
と　

喜
ぶ
は
ず
で
す
。　
　

着
物
買
い
取
り
ま
す
。

中
山
道
沿
い
桶
川
寄
り

衣
紋
屋
090
3334
4649

の
Topics

まち の
Topics
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降
に
生
ま
れ
た
人
で
土
木
課
程
を

修
了
し
た
人
ま
た
は
見
込
み
の
人

▪
第
１
次
試
験　

10
月
14
日（
日
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ

・
持
参
…
８
月
30
日（
木
）か
ら
９

月
７
日（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

・
郵
送
…
８
月
29
日（
水
）か
ら
９

月
６
日（
木
・
消
印
有
効
）

　

な
お
、
職
員
採
用
試
験
案
内
は

桶
川
北
本
水
道
企
業
団
総
務
課

庶
務
係（
〒
３
６
４
-
０
０
１
３

中
丸
６
- 

83
・
☎
591 

-
２
７
７

５
）で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員（
常
勤
）

▪
職
種
と
採
用
人
員　

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
配
食（
昼
食
）の
調
理

業
務
…
若
干
名

▪
応
募
資
格　

調
理
師
の
資
格
を

有
し
て
い
る
人

▪
勤
務
時
間　

週
５
日
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

▪
勤
務
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内

▪
採
用
予
定
日　

９
月
１
日

▪
給
与
等　

月
給
16
万
５
，０
０

０
円
。
そ
の
他
、
法
人
の
規
定
に

よ
り
支
給
し
ま
す
。

▪
選
考
方
法　

書
類
選
考
、作
文
、

面
接

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
15
日

（
水
）ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
北
本
市
社

会
福
祉
協
議
会
庶
務
係（
〒
３
６

４
-
０
０
３
４
高
尾
１
- 

180
・

☎
593 

-
２
９
６
１
）へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

自
衛
官

▪
募
集
種
目
・
応
募
資
格　

日
本

国
籍
を
有
し
、
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
条
件

を
満
た
す
人

・
航
空
学
生
…
高
卒（
見
込
み
含

む
）21
歳
未
満
の
人

・
一
般
曹
候
補
生
…
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
人

・
自
衛
官
候
補
生
…
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
人

▪
受
付
期
間

・
航
空
学
生
…
９
月
７
日（
金
・

必
着
）

・
一
般
曹
候
補
生
…
９
月
７
日

（
金
・
必
着
）

・
自
衛
官
候
補
生
…（
男
子
）年
間

を
通
じ
受
付
中
、（
女
子
）９
月
７

日（
金
・
必
着
）

▪
問
合
せ　

自
衛
隊
さ
い
た
ま
地

域
事
務
所（
山
口
☎
０
４
８
-
６

５
１
-
２
４
２
０
）

交
通
指
導
員

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校

時
な
ど
の
交
通
安
全
を
図
る
た

め
、交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

▪
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤

の
18
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
自
動
車

ま
た
は
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転

免
許
保
有
者（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）で
、
交
通
安
全
に
熱
意

が
あ
り
、
健
康
な
人

▪
募
集
人
数　

若
干
名

▪
そ
の
他　

面
談
予
定

▪
仕
事
の
内
容　

小
学
生
の
登
校

時
に
お
け
る
交
通
指
導
な
ど

▪
任
期　

２
年
間（
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
31
日

（
金
）ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
く
ら
し

安
全
課
交
通
・
防
犯
担
当（
直
通

594 

-
５
５
２
２
）へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

桶
川
北
本
水
道
企
業
団
職
員

▪
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
一
般
事
務
…
２
人

・
土
木
…
３
人

▪
受
験
要
件

・
一
般
事
務　

昭
和
57
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

・
土
木　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以

　₇月₂日、社会を明るくする運動街頭キャンペーンが北
本駅東口、西口にて行われ、保護司会と更生保護女性会の
皆さんが、犯罪や非行のない明るい社会の実現を呼びかけ
ました。
　また、₇月₉・10日の₂日間にわたり、これからを担う
青少年を非行から守るため、市広報車で地域の理解と協力
を呼びかけながら市内を巡回しました。

社会を明るくする運動
の

Topics
まち の

Topics
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北本市役所

☎048（591）1111（代表）・FAX048（592）5997

第26回平和を考える集い
「平和バスツアー」の参加者募集

第
４
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in 

北
本

き
く
ま
つ
り
展
示
車

▪
と
き　

11
月
４
日（
日
）　

午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時（
午
前
８
時

30
分
か
ら
９
時
30
分
受
付
）、
雨

天
中
止
、
小
雨
決
行（
天
候
都
合
に

よ
る
参
加
判
断
は
参
加
者
に
一
任
）

▪
と
こ
ろ　

北
本
総
合
公
園
野
球
場

▪
内
容　

車
両
展
示
、
車
両
コ
ン

テ
ス
ト
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、

第
18
回
き
く
ま
つ
り
合
同
企
画

▪
参
加
資
格　

１
９
８
２
年
ま
で

に
生
産
さ
れ
た
国
産
車
、
外
国
車

（
改
造
車
、
積
載
車
、
レ
プ
リ
カ

不
可
）の
三
輪
ま
た
は
四
輪
車

▪
募
集
台
数　

150
台（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
選
考
）

▪
参
加
費　

１
，０
０
０
円（
昼
食

１
食
、
記
念
冊
子
１
冊
付
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
９
月
15
日（
土
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
北
本
総
合
公
園
管
理
事
務

所
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
係（
〒
３
６
４
-
０
０
０

３
古
市
場
１
- 

167
・
☎
592 

-
４

０
５
０
・
Ｆ
ａ
ｘ
592 

-
４
０
５

５
・
電
子
メ
ー
ルclassic-car@

kitam
oto-sogokoen.com

）へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊出産祝　快気祝　ギフト販売２割引
＊葬儀式場(会館･祭壇無料、返礼品２割引）

 　0120-33-7475
北本市山中１－115

　

申
込
書
は
北
本
総
合
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

kitam
oto-sogokoen.com

/

）
よ

り
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
ａ
ｘ
で
取
り
寄
せ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

ご
存
知
で
す
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

充
実
し
た
生
活
を
送
り
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に
、
そ

の
能
力
を
生
か
せ
る
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▪
仕
事
の
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

植
木
の
剪せ
ん

定
、
大
工
仕
事（
階

段
の
手
す
り
取
り
付
け
、
隙
間
家

具
・
棚
等
作
成
な
ど
）、
塗
装
、

左
官
、
障
子
・
網
戸
の
張
替
え
、

刃
物
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
、
屋

内
・
屋
外
清
掃
、
草
刈
り
・
除
草

等
で
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
な
ん
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
会
員
に
な
る
に
は

　

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な

ら
、
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま

す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
る
入
会
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
入
会
時
に
正
会
員

会
費
３
，０
０
０
円
と
親
睦
会
費

800
円（
い
ず
れ
も
年
額
）を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▪
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
北

本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
・
☎

592 

-
４
３
０
０
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.sjc.ne.jp/

kitam
oto/

）

北
本
市
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

か
ば
ざ
く
ら
常
勤
指
導
員

▪
募
集
人
員　

１
人（
試
用
期
間

あ
り
）

▪
応
募
資
格　

精
神
保
健
福
祉
士

の
資
格
を
有
し
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人

▪
勤
務
内
容　

障
が
い
者
の
日
中

活
動
の
支
援

▪
勤
務
日
時　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
30
分（
行
事
等
で

休
日
出
勤
の
場
合
あ
り
）

▪
給
与
等　

月
17
万
円（
基
本

給
・
試
用
期
間
に
つ
い
て
は
別
途

定
め
る
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８

月
31
日（
金
）ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
本
福
祉
の
会
か
が
や
き
の
郷

事
務
局（
〒
３
６
４
-
０
０
２
６

荒
井
３
- 

79
・
☎
593 

-
５
０
２

８
）へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　北本市平和を考える実行委員会では、平和の尊さにつ
いて考える機会として「平和バスツアー」を企画しました。
　親子、友達と参加してみませんか。中高生や大学生も
大歓迎です。　
▪とき　₈月28日（火）　午前₈時30分までに市役所前庭
ロータリーに集合
▪見学先　旧陸軍桶川飛行学校跡地（桶川市）、埼玉県平
和資料館（東松山市）、丸木美術館（東松山市）
▪参加費　大人…850円、中高生…550円（18歳未満）、小
学生…350円、未就学児…50円（保険料）※当日集金
▪持ち物　昼食、飲み物、雨具、帽子など。
▪定員　40人（申込み順）
▪申込み・問合せ　₈月１日（水）から、市民課市民相談
担当（直通594‐5529）へ電話または直接お申し込みくださ
い。なお、小学生以下のお子さんは保護者同伴でお願い
します。
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情報
Information

ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
異
文
化
交
流

を
図
る
こ
と
に
関
心
の
あ
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
外
国
語
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

▪
活
動
日　

毎
週
日
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
か
ら（
連
休
の
時
は
休

み
）

▪
と
こ
ろ　

公
団
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー（
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▪
問
合
せ　

北
本
市
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
委
員
会
事
務
局（
公
団
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
592 

-

３
３
２
５
）

鴻
巣
市

た
い
ら
じ
ょ
う

ダ
ン
ボ
ー
ル
人
形
劇
場

｢

お
花
の
ハ
ナ
ッ
ク
の
物
語｣

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

「
た
い
ら
じ
ょ
う
さ
ん
」の
人
形
劇

で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▪
と
き　

８
月
18
日（
土
）　

午
後

１
時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

▪
と
こ
ろ　

ク
レ
ア
こ
う
の
す
小

ホ
ー
ル

▪
料
金　

大
人
２
，０
０
０
円
、

子
ど
も（
中
学
生
ま
で
）500
円

▪
申
込
み　

午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
に
ク
レ
ア
こ
う
の
す
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー（
☎
540 

-
０
５

０
０
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

ク
レ
ア
こ
う
の
す

（
☎
540 

-
０
５
４
０
）

桶
川
市

埼
玉
文
学
講
座「
歴
史
・
時

代
小
説
を
楽
し
む
」

　

歴
史
・
時
代
小
説
を
テ
ー
マ
に

し
た
４
人
の
講
師
に
よ
る
講
演
会

を
連
続
４
回
で
開
催
し
ま
す
。

▪
と
き　

９
月
７
日
か
ら
28
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日　

午
後
２
時
か

ら
３
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

さ
い
た
ま
文
学
館　

１
階
文
学
ホ
ー
ル

▪
講
師　

末
國
善
己
氏
、
植
松
三

十
里
氏
、
縄
田
一
男
氏
、
高
橋
千

劔
破
氏

▪
定
員　

200
人（
連
続
４
回
参
加

者
）

▪
料
金　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き（
１
人
１
枚
）に
、
事
業
名「
埼

玉
文
学
講
座
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
さ

い
た
ま
文
学
館「
埼
玉
文
学
講
座
」

係（
☎
０
４
８
-
７
８
９
-
１
５

１
５
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生

▪
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母

ま
た
は
寡
婦

▪
と
き　

９
月
８
日（
土
）・
９
日

（
日
）の
２
日
間　

午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時

▪
と
こ
ろ　

W
ithY
ou

さ
い
た

ま（
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
）視
聴
覚
セ
ミ
ナ
ー
室

（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
２

-
２
）

▪
内
容　

ワ
ー
ド
日
商
３
級
資
格

取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▪
費
用　

無
料

▪
定
員　

25
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
27
日

（
月
・
必
着
）ま
で
に
、
往
復
は
が

き（
１
人
１
枚
）に「
パ
ソ
コ
ン
教

室（
第
３
回
休
日
コ
ー
ス
）」と
記

載
し
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、（
財
）埼
玉
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会（
〒
３
３
０
-
０
８
４

３
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町

１
- 

124
埼
玉
県
大
宮
合
同
庁
舎

内
・
☎
０
４
８
-
６
４
５
-
７

８
８
６
）へ
郵
送
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
委
員

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

外
国
の
人
た
ち
と
の
会
話
や
イ

㈳埼玉県トラック協会
鴻巣支部と協定を締結

　₇月₂日、災害時に物資や資機材の輸送を緊急に実施
することを目的とした「災害時における物資の輸送に関す
る協定」を社団法人埼玉県トラック協会鴻巣支部と締結し
ました。これにより、地震・風水害等の災害が発生また
は発生する恐れがある場合、市は埼玉県トラック協会鴻
巣支部から輸送業務の提供を受けることができます。

の
Topics

まち の
Topics

第42回ヘルスケアー市民講座のご案内

【問い合せ先】北里大学北里研究所メディカルセンター病院
埼玉県北本市荒井6-100　TEL　048-593-1212　総務課

日　時　平成24年₉月15日（土）　
　　　　午後１時00分～午後₂時30分（受付開始：午後12時30分～）
会　場：北里大学北里研究所メディカルセンター病院南館２階　A･B会議室
テーマ：未定（内科系・外科系各１題を予定）

＊地域の皆様の健康増進並びに疾病予防等に関するテーマを考えております。
講　師：未定
定　員：150名　入場無料　＊予約・事前申込不要＊
その他：�平成24年８月開催予定のヘルスケアー市民講座は、当院の都合によ

り休会とさせていただきます。


